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資料館だより資料館だより ２０２1. 9 .２５（年４回発行）

「人と環境を大切にする県東部広域拠点都市・沼津」

絵葉書に見る旧港
みなと　ばし

橋

Vol.46 No.2（通巻２31号）

　千本公園と浅間町を結ぶ浜道に架かる緑
みどり

橋
ばし

の直ぐ上
流、聖隷沼津病院前の三又橋の近くで、北から流下す
る子

こ
持
もち

川と北西から東に流れる草
くさ

刈
かり

川が合流します。
その下流は観

かん
音
のん

川
がわ

と呼ばれ、約１．６㎞流れて河口近く
の狩野川に合流していました。観音川の名称は、近く
の「浜の観音さん」とも呼ばれる長谷寺に因

ちな
んだもの

と見られます。
　草刈川と観音川は、千本浜の砂礫州の微高地と黄瀬
川の運んだ砂礫で覆われた鮎壷の滝付近を扇頂とする
緩やかな扇状地状の地形の境に沿う低地を流れ、河口
付近は狩野川の自然堤防に出口を塞

ふさ
がれ、幅の広い沼

しょう

沢
たく

地となっていました。ここは船
ふな

溜
だ

まりにもなってお
り、元々の沼津の湊であると考える人もいます。
　絵葉書に写された橋は、観音川の河口近くの松林の
自然堤防と千本松原を結ぶ里

り
道
どう

に架
か

けられた橋です。

軟弱な地盤に架けられた狭い木橋で、歩くと揺
ゆ

れるた
め「こんにゃく橋」と呼ばれていました。「富

ふ
士
じ

見
み

橋
ばし

」
とも呼ばれたようですが、「港橋」が正式名称のよう
です。大正１５年（１９２６）至誠堂書店から発行された「沼
津全図」には「蛇

じゃ
松
まつ

橋
ばし

」とも記載されています。
　この位置に、戦前に掘り込み式の内港が建設される
と、橋は撤去され、観音川は西側に流路を移され、新
たに下流側に短い「港橋」、上流側に「富士見橋」が
架けられました。
　さらにその後の昭和４０年代に外港が建設されると、
外港と内港を繋

つな
ぐ水路が作られた結果、観音川の流

りゅう
末
まつ

はその水路に流れ込んでいます。
　また、外港と結ぶ水路の建設により、役目を終えた
内港の出入口には水門が設置され、橋が架けられ、

「新
しん

港
みなと

橋
ばし

」と呼ばれましたが、現在は埋め立てられて
います。

絵葉書　沼津富士八景　河口の富士（蘭契社） 絵葉書　富士十勝　沼津狩野川の富士

絵葉書　沼津名勝　狩野川河口ヨリ富士ヲ望ム 絵葉書　沼津牛臥名勝　我入道の富岳
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駿河湾の漁
　　　　　　森田　安男さんの漁話
我
が

入
にゅう

道
どう

のイカ釣
つり

漁　その４

　森田さんが漁師になった昭和３０年（１９５５）頃はカマ
と鉛

なまり
のツノをつけたレンケツの仕

し
掛
か

けでしたが、色の
ついた合

ごう
成
せい

樹
じゅ

脂
し

に鉛がついた市
し

販
はん

品
ひん

のツノのレンケツ
の仕掛けの方がイカの掛かりが良いということで鉛の
ツノは使われなくなっていきます。その後、市販品の
プラのツノ（合成樹脂の軸

じく
にツメをつけたツノ）をレ

ンケツにして、一番下に錘
おもり

をつける仕掛けに変わって
いきます。父の世代でも使用していた竹を削

けず
って軸に

し、それにツメをつけて糸を巻
ま

いた自作のツノ（写真
１）がイカの掛かりが良いということで、一時期、プ
ラのツノに取って代わって我入道で流

は
行
や

ります。しか
し、糸がほどければ巻きなおさなければならず手間が
かかり、また、市販品のプラのツノの性能が上がって
いったこともあり、現在ではプラのツノが主流です。
プラのツノはイカのかかりは良いのですが、イカが暴
れて揚

あ
げている途中で逃げられることが多いようで

す。これに竹軸のツノのように糸を巻いてやると不思
議とイカがおとなしくなり、逃げられずに揚げること
ができるため、深層でイカ釣りを行う時には糸を巻い
たプラのツノを使用していました。しかし、イカの掛
かりが良くない時は、前々号で紹

しょう
介
かい

したテーラという
餌
えさ

を使ったイカ釣具に敵うものはないそうです。
　多くのツノをつけて釣るレンケツの仕掛けで一度に
たくさんのイカを捕ることができるようになりました
が、人力で曳

ひ
き揚げる作業は重労働です。そこでクル

マ（写真３）と呼ぶ 手回し巻き上げ機を使うように
なり、ツノも１５～２０本ほどをつけて行うようになりま
した。さらに時代が下ると、我入道にあった岩崎バッ
テリー（岩崎電池）がイカ釣り用のロボット（電動巻
き揚げ機）を販

はん
売
ばい

するようになります※１。クルマで
は一人１台の操作が精いっぱいでしたが、ロボットの
導入で船に何台も積んでイカ釣りを行えるようにな
り、漁獲が増えました。しかし、当時のロボットの電
圧は２４ボルトで力が弱く、たくさんのイカがかかると
止まってしまうことがありました。後に清水（静岡市
清水区）の方から２００ボルトのロボットが出るように
なり、この問題も解決されていきます。それでも多く
のイカがかかると一度は止まることがあります。しか
し、イカの力が弱まるにつれて、ぎりぎりと音を立て
ながら力強く巻き上げていくようになります。そして、
たくさんのツノにイカがかかって海面に揚がってく
る・・・漁師としてうれしい瞬間です。
　かつては、海面をみればイカの群れが白くなって見
えるほどおり、１０ｍも釣糸を垂

た
らせばたくさんのイカ

を釣ることができましたが、徐々にイカの魚影が少な
くなっていきます※２。そして、我入道で盛んに行わ
れたイカ釣漁もその機会が少なくなっていきます。し
かし、イカに代わるようにして今まであまり揚がらな
かったタチ（タチウオ）が通年で釣れるようになり、
現在でも我入道の漁師の収入源になっています。

（話：森田安男氏 昭和１５年生まれ 沼津市我入道在住）
※１　笹原俊雄『沼津我入道漁業組合漁業史』沼津我
入道漁業協同組合 １９８７ Ｐ１８３　岩崎電池製イカ釣り機
の普及は昭和４８年（１９７３）頃となっている。
※２　※１と同書 Ｐ１８４　マイカ（スルメイカ）の魚
影が少なくなっていく時期は昭和４０年代（１９６５～１９７４）
となっている。

写真３：森田さんが使用していたクルマ

写真２：柱時計の歯車を利用したツノの糸巻き機

写真１：竹を削った軸とそれにツメをつけ桃色の糸を巻いたツノ
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『ふるさと沼津覚書』
加藤　雅功

■香
か

貫
ぬき

・我
が

入
にゅう

道
どう

編 その２ 下香貫（塩
しょ

満
みち

）
　前回、下香貫の「島

とう
郷
ごう

」の全般的な概観を紹介した
が、今回は島郷の砂

さ
礫
れき

州
す

背後の低湿地側について、地
形や地質などの土地条件を軸に、塩満地区と背後の大
久保山（瓦

かわら
山
やま

）の麓
ふもと

付近に焦点を当ててみたい。
　排水河川の塚田川支流の「新川」以南は海抜１．５ｍ
未満の低平な沖積地で、砂やシルトの軟弱地盤と排水
不良地が特徴的な地形環境である。過去の地質時代に
おける浅い海の名残のラグーン（潟

せき
湖
こ

）を彷
ほう

彿
ふつ

させる
ように、静

せい
水
すい

域
いき

の堆積環境からやがて沼
しょう

沢
たく

地
ち

や湿地と
なった過程が、有機物を含んだ細

さい
泥
でい

の堆積で確認でき
る。このような形成過程を反映した地形・地質の特色
が際立った事例を、過去の大災害から確認してみよう。
●蓮

はす
池
いけ

と瓦山（安政地震の被害状況）　嘉永７年（１８５４）
１１月４日午前９時頃の「安政東海地震」の際、下香貫
では引き続き襲った「津波」のため、田

たん
圃
ぼ

が湖水のよ
うになってしまった。当時の記録から２つ紹介する。
　最初に下香貫の吉田神社勧

かん
請
じょう

の由来に関わる写本
で、万延元年（１８６０）に記された古記録の一部を挙げる。
　以下、原文の次に読み下した内容や解説を掲げる。

「桃
とう

郷
ごう

村
むら

裏通り字
あざ

は山下小原田汐入清水比
この

田数拾弐町
あまり一時に深さ三四尺程沈地となりにけり」「昼四
つ時の大地震にて、俄

にわか
に地砕

くだ
けて、田畑の分ちなく水

涌
わ

きいだし、砂石を吹出し、家は倒れ山は崩れ、（以
下略）」桃

とう
郷
ごう

（字島郷）の裏通り側、字山下（林ノ下か）、
字小原田（塚田の誤り）、字汐

しお
入
いり

、字清水の１２町歩（約
１２ha）余りの田が一度に１ｍ前後の陥

かん
没
ぼつ

地
ち

になった
と言う。その広大な地を塩満の人々は「メリ」と呼ん
だが、メリは「めり込んだ土地」を指す通称である。
　また９時頃の「大地震」で突然土地が割れて砕

さ
け、

田畑の区別なく水が湧
わ

き出し、砂や小砂利が吹き出し、
塩満では倒壊家屋があった。さらに背後の大久保の山

（瓦山）が崩れたため、この世が消滅するのではと人々
が恐れ、大変哀れな有様になったと言う。地割れ（地
盤破壊）や液状化・噴

ふん
砂
さ

現象が指摘されている。
　次に、同じく「安政東海地震」に伴って発生した津
波や噴砂現象、さらには山地崩壊の様子が描かれた記
録がある。沼津藩士の山崎継

つぐ
述
のぶ

による『地震之
の

記』で
あり、次のような内容が絵とともに記されている。
　「田

でん
地
ち

変じて湖水となる」 「湖水幅１町半深さ凡
およそ

４、
５間、田

た
面
づら

なぞへに下り湖水と成る、是
これ

地震にて地く
ぼに成りし処

ところ
而
しか

津
して

波入
はいり

しと云
いう

」とある。また沼津静浦
往
おう

還
かん

沿いの「字二ツヤ」（二ツ家）では「此
この

辺
へん

の田畑
より焼砂或

あるい
は小砂利又は水泥など吹出す」「水の吹上

げし高凡８、９尺１丈斗
はかり

の由
よし

土人云」として、さらに
背後の瓦山の崩壊について「此

この
辺
へん

山くづれ」「此高さ
凡１丁」「山高さ５丁程」との指摘もある。
　塩満地区中央部の田畑が、突然「湖水」のように激
変したことは衝撃的であった。地震で周辺の田面など
に沿って沈下した所へ、さらに襲った津波による海水
が加わり、１２町歩余りに水が溜まって一時広大な湖水
のようになったと言う。特に顕著であったのが塩

えん
満
まん

寺
じ

の御堂の南西側、字清水の田地の湖水化で、地変の規
模は幅１１０ｍ程、長さ１６０ｍ余り、約１．５ha の田圃が深
さ７ｍから９ｍも陥

かん
没
ぼう

して窪
くぼ

地
ち

となっている。
　字清水地

ち
籍
せき

の「蓮池」がこの「安政東海地震」によ
り生じた窪地の痕

こん
跡
せき

であり、明治・大正期の各種の地
図にも描かれていた。このランドマーク（陸

りく
標
ひょう

）の蓮池
は、昭和初頭の耕地整理事業で池が消失するまで、長
く人々の記憶に刻まれていた。蓮池の中心には湧水が
見られ、その後地元の塩満では長らく井戸に利用した。
　また通称「二ツ家」の南東部、字子

ね
ノ起

おき
の農地は地

下水面が浅く、「安政東海地震」で１ｍ前後陥没した
所である。『地震之記』の絵に添えられた文で、液状
化により田畑ではスコリア（焼砂）・小礫や泥水などの

「噴砂現象」が見られ、泥水の吹き上げた高さは２．５ｍ
から３ｍ程と地元の人は言っていると記す。
　今も地区内各所には、富士山起源の「新期スコリア」
が散見する。この「噴砂」は地震の振動により、液状
化した砂が水とともに、噴水のように地上へ吹き出す
現象である。地震時の液状化現象は安政元年の地震の
際、沼津城下や山

さん
王
のう

台
だい

、三島田町の砂質地盤の地でも
確認され、その特異な点から記録によく残っている。
　さらに絵では瓦山（大平山）の山地災害の深刻さを、
字大久保の山

さん
麓
ろく

に「崩
ほう

積
せき

岩
がん

塊
かい

」で描き、また山腹には
地震による山地崩壊を、２カ所に「山崩れ」と記して
描いている。今も「瓦山神社」や周囲の果樹園には山
崩れの痕

こん
跡
せき

がよく残っており、これらの傾
けい

斜
しゃ

角
かく

３０～４０°
の急傾斜面は、地震により発生した「岩

がん
屑
せつ

なだれ」の
跡である。また「瓦山」の瓦の由来となった、斜面上山崎継述「嘉永七甲寅歳地震之記」沼津市明治史料館蔵
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夏休み体験学習を開催しました
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沼津市歴史民俗資料館 

　８月６日㈮と７日㈯の両日に館内で、夏休み体験学
習を実施しました。
　昨年度は、新型コロナ感染拡大の中で中止しました
が、今年度は何とか開催することができ、定員を超え
る参加希望者がありました。
　今回も、昔の道具を使ってみようという内容で、石

いし

で生産された岩片を主体とした岩屑（角
かく

礫
れき

や亜角礫か
らなる未固結堆積物）が、不安定なために急速度で斜
面を落下する現象で「岩石なだれ」とも言う。
●崖

がい
錐
すい

地形と塩満の開発　絵に誇
こ

張
ちょう

して描かれた「大
久保山」山麓部の平坦な高まりを、従来「海岸段

だん
丘
きゅう

」（海
成段丘）や「洪

こう
積
せき

段丘」とする説がある。しかし指摘
された「段丘地形」ではなく、山腹の斜面や山麓に分
布するものと同様な「崖錐地形」と見られる。
　島郷と志

し
下
げ

との境に位置するこの小
しょう

丘
きゅう

は単独の平坦
面で、周囲には比高１４ｍ程度の地形面の分布もない。
また海岸段丘（海成段丘）説も、海岸線に沿って階段
状に分布する地形的特徴も有しない。高度・規模・形
態に限らず、円礫の段丘礫層の分布も見られず、形成
時期に関しても海面変化や地殻変動の点で、第四紀後
期更

こう
新
しん

世
せい

（洪積世）に形成された「洪積段丘」とは言
えない。
　ここは崩落した岩屑の堆積した「崖錐地形」であり、
畑地の円錐部分が土石流などによって洗掘され、凹凸
部分に果樹が目立った土地利用も、南半分は削平され
て宅地造成が進んだ。より北側の大久保公園や崩積岩
塊の残る大久保緑地付近など、地震による大規模な崩
壊跡地も、都市化に伴って雛

ひな
壇
だん

状の宅地分譲が進んだ。
　砂礫州との閉

へい
塞
そく

部
ぶ

北側、旧堂
どう

ノ川
かわ

付近に目を転じる
と、塚田川の浸水問題がある。字塚田・汐入付近は深
刻な軟

なん
弱
じゃく

地盤と排水不良地であり、緩
かん

流
りゅう

河川の塚田川
沿いでは「感

かん
潮
ちょう

河川」故に古くから続く遡
そ

上
じょう

現象のほ

か、河口部の浜水門の閘
こう

門
もう

閉鎖も加わり、集中豪雨時
に周辺の田畑や宅地への浸水被害が生じている。開削
した上流部の志下側で、静浦水産加工組合による汚染
水処理問題は近年解決への道を歩み始めている。
　交通基盤整備面を見ると、静浦地区の国道４１４号の
慢性的な渋

じゅう
滞
たい

解消を図るバイパス整備が進む。大平に
抜ける瓦山（大平山・象山）のトンネル掘削工事も貫
通し、塩満の都市計画道路の整備が進

しん
捗
ちょく

している。
　なお字塩満の中心集落は海抜２ｍ前後の「沖積段丘」
の微高地に立地し、周辺の砂礫混じりの農地では二毛
作が行われていた。用水路は北側からで、字樋

ひ
ノ口

くち
に

上香貫分の狭小な飛び地があり、新川整備以前は水路
末端の「吸

すい
干
ほ

し」で、排水機能の窪地と推定される。
南側の字汐入付近はメリやドブッタの湿田で、昭和初
め頃に腰まで浸

つ
かって田植えをしていた。北側の七

しち
面
めん

山
さん

の麓に妙蓮寺、東側に塩満寺があり、中世後期には
小集落が成立し、また字塩満に土

は
師
じ

器
き

散布地が、字清
水に布目瓦の古

こ
窯
よう

跡
し

もあり、奈良・平安期から居住や
開発が見られた。
　塩

えん
田
でん

による新田開発の「塩
しょ

場
ば

」と異なり、字塩満の
地名は「潮満」で、南側が字汐入であるように、塚田
川から満潮時に遡上し、海水が浸入する低い土地から
と言われている。その点でより上流側に位置するこの
一帯が「浜新田」の田地として開拓する際、古くに浜

はま

溝
みぞ

を設けて「内
うち

潟
かた

浜
はま

」の入
いり

浜
はま

式
しき

塩
えん

田
でん

を試みた地の可能
性もある。

臼
うす

、台
だい

秤
ばかり

と竿
さお

秤
ばかり

、火打ち金と火打ち石を使って、粉ひ
き、重さの計量、火起こし体験しました。
　粉ひきは、白米を上

じょう
新
しん

粉
こ

に、大豆を黄な粉に、茶葉
を抹

まっ
茶
ちゃ

にしました。簡単そうに見えますが、石臼を回
すのに思いのほか力が必要で、皆さん苦労していまし
た。火打石は人気が高いのですが、火花を出すのが難
しく、なかなか火

ひ
種
だね

を作る所までには到達しないので
すが、あきらめずに挑戦を続けていました。

体験学習　石臼による粉ひきの様子


